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町債 2億3,358万9千円町債 2億3,358万9千円

地方消費税交付金
4億8,692万円

地方消費税交付金
4億8,692万円

県支出金
3億9,737万3千円

県支出金
3億9,737万3千円

国庫支出金
10億4,752万1千円

国庫支出金
10億4,752万1千円

住民税・固定資産税・
都市計画税など町民
の皆さんから納めら
れるお金 

国や銀行などからの借入金

繰入金　
4億1,466万5千円
繰入金　
4億1,466万5千円

　　  その他　
5億376万5千円
　　  その他　
5億376万5千円

町税　
29億6,465万8千円

町税　
29億6,465万8千円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

県から交付される使い道
が決められているお金

地方交付税
12億2,654万6千円
地方交付税

12億2,654万6千円
自治体間の格差を無く
すため、国から町に交
付されるお金

貯金（基金）を切り崩したお金

一般会計
収入収入
72億
7,503万7千円

自
主

財
源

依
存

財
源

繰越金や寄附 、その他
の収入

決　算

９月定例会

依存財源
35億5,708万3千円

（48．9％）

自主財源
37億1,795万4千円

（51．1％）

令和４年度
決算

令和４年度歳入（収入）の概要令和４年度歳入（収入）の概要令和４年度歳入（収入）の概要
▶町　　　税…�新型コロナウイルス感染症の経済制限政策等が緩和されたことにによる

個人所得の増加や企業の業績回復等により、前年度比 6,373 万 5 千円
の増額。

▶地方交付税…前年度比 1億 4,749 万 2千円の増額。
▶国庫支出金…�子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金、新型コロナウイルス感染症対

策関係交付金等の減少により、前年度比 2億 9,034 万 6千円の減額。
▶県 支 出 金… �防犯ボックス事業補助金、子どものための教育・保育給付費負担金等

の減少により、前年度比 1,932 万円の減額。
▶町　　　債…�臨時財政対策債の減少により、前年度比 4億 5,966 万 9千円の減額。
▶繰　入　金…�財政調整基金からの繰入が増加したことにより、前年度比 1億 7,320

万 6千円の増額。

商工費
9,827万1千円

衛生費 6億2,520万9千円衛生費 6億2,520万9千円

消防費
5億1,517万5千円
消防費
5億1,517万5千円

民生費
22億8,136万9千円

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉などに
かかるお金

総務費
10億761万7千円
町有財産管理、広報、
防災、税務、戸籍、選
挙などにかかるお金

教育費
9億3,615万2千円

教育費
9億3,615万2千円

小中学校・社会教育施設の維持
管理、給食、文化財保護、スポー
ツ振興などにかかるお金

土木費
5億7,042万9千円
土木費
5億7,042万9千円
道路・公園の維持管理や交通
安全対策にかかるお金

公債費
5億6,660万6千円
公債費
5億6,660万6千円
町の借金（町債）の返済に
充てるお金

ごみ処理、予防接種、健診医療
助成などにかかるお金

消防組合や消防団事業に
かかるお金

議会費
1億2,208万2千円

農林水産業費
7,272万8千円

一般会計
支出支出

67億
9,563万8千円

　令和４年度各会計決算に
ついては、議員６名による
「決算審査特別委員会」が
３日間にわたり開催され、
執行部からの詳細な説明を
受けるとともに、厳正な審
査を行いました。
　決算審査特別委員会の審
査結果報告を受け、審議の
結果、各会計決算はいずれ
も原案のとおり認定されま
した。
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決　算

令和４年度歳出（支出）の概要令和４年度歳出（支出）の概要
　第６次総合計画・前期基本計画の１年目となる令和４年度。計画期間の５年間で特に力を入れて
推進すべきとして掲げた３つの重点テーマ「安全・安心」「郷土力」「将来の息吹」。これらの実現
を目指し、まちづくりの基本目標として７つの政策分野にまとめられています。
　令和４年度に実施された事業などの一部をまちづくりの基本目標ごとに紹介します。

誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり（健康・福祉・子育て）
▶ほっと一息クーポン支援事業　2,298 万円
（75歳以上の方に５千円分のQUOカードを支給）
▶新型コロナウイルス感染症対策支援事業
（PCR検査・自宅療養者支援事業など）　1,505 万円
▶ 子ども医療費助成事業　5,319 万円

目
標
１

▶障害者福祉事業　4,358 万円
（重度心身障害者医療給付事業・福祉タクシー事業・
紙おむつ等購入助成事業など）
▶老人福祉事業　2,227 万円
（はりきゅうマッサージ等施術利用料助成事業・高齢
者外出支援タクシー事業など）

目
標
２

人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり（教育・文化）
▶墨古沢遺跡保存整備事業　2,419 万円
▶本佐倉城跡保存整備事業　1,115 万円
▶公民館管理事業　2,392 万円
▶プリミエール管理事業　3,069 万円

▶パワーアップＥ助成事業　77万円
（町内小中学校の小学６年生と中学３年生を対象に
英語検定の検定料を１人年１回全額助成）
▶スクールバス運行業務委託事業　1,339万円
▶町立小・中学校修学旅行費補助金　130万円

目
標
３

豊かな日常を守る、安心安全なまちづくり（生活安全）
▶消防団事業　1,280 万円
▶消防施設事業　2,177 万円
（消防団装備品や消防機庫、消防車の維持管理など）
▶防災一般事務費　429 万円
（備蓄品等の整備や土砂災害ハザードマップ作成など）

▶防災行政無線管理整備事業　699 万円
▶防犯街灯事業　2,592 万円
▶交通安全対策事業　490 万円
▶防犯ボックス事業　983 万円

目
標
４

自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり（環境共生）
▶環境衛生対策事業　2,202 万円
（葬祭組合管理運営の経費や飼い犬の登録管理・狂犬病
予防注射の啓発など）
▶地球温暖化対策推進事業　923 万円
（家庭での地球温暖化対策促進のため電気自動車の購入
や蓄電池システムの設置等に補助金の交付など）

▶じん芥処理事業　1億 7,662 万円
（清掃組合管理運営の経費や一般家庭ゴミの収集運搬、コ
ンポストや機械式生ゴミ処理機購入への補助金交付など）
▶し尿処理事業　1,488 万円
（衛生施設管理組合管理運営の経費や補助対象区域内
に高度処理型合併浄化槽等設置への補助金交付など）

目
標
５

便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり（都市基盤）
▶道路維持事業　9,596 万円
（舗装補修、側溝清掃、除草など町道の維持管理）
▶駐輪場事業　1,699 万円
▶社会資本整備総合交付金事業（道維）
（町が管理する橋梁の補修工事や補修に伴う設計業務、
橋梁長寿命化修繕計画の見直し） 　7,612万円

▶総合公園管理事業　1,798 万円
▶街区公園管理事業　2,153 万円
▶住宅リフォーム補助事業　262 万円
▶都市計画マスタープラン・立地適正化計画
見直し事業　224 万円

目
標
６

活気と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり（産業・経済）
▶農業振興管理事業　1,232 万円
（肥料等物価高騰対策農業者助成金の支給など）
▶商工業振興費　944 万円
（原油価格高騰対策助成金の支給、町商工会への
補助金交付など）
▶観光事業　373 万円

▶コミュニケーションセンター事業　678万円
▶コミュニティプラザ運営事業　1,881万円
▶ハーブガーデン運営事業　339 万円
▶まるごとしすい運営事業　1,119 万円

目
標
７

多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり（地域生活・行財政）
▶公園等愛護活動推進事業　235 万円
▶資材等支給事業　35万円
（住み良い住環境整備の促進や地域住民等の連
携のため地域住民自ら施工する生活環境整備工
事等に対し必要な資材等を支給）

▶地域活動拠点施設（下宿ベース）運営事業
　　　　　　　　　　　　　　　 21 万円
▶隣保館運営事業　945 万円
▶情報化推進事業　4,659 万円
▶庁舎管理事業　3,048 万円
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決　算

収 入（歳 入） 支 出（歳 出）

区　分 令和４年度
令和３年度

令和４年度
令和３年度

前年度比較 前年度比較

一般会計 72億 7,503万 7千円
77億 2,575万2千円

67億 9,563万8千円
72億 9,589万円

△ 4億 5,071万 5千円 △ 5億 25万 2千円

特
別
会
計

国民健康保険 20億 9,785万1千円
23億 2,705万9千円

20億 8,134万4千円
22億 8,470万 5千円

△ 2億 2,920万 8千円 △ 2億 336万 1千円

介  護  保  険 14億 7,605万2千円
14億 892万円

14億 2,378万2千円
13億 7,458万円

6,713万 2千円 4,920万 2千円

後期高齢者医療 3億 5,271万 7千円
3億 2,562万円

3億 5,196万円
3億 2,428万8千円

2,709万 7千円 2,767万 2千円

公
営
企
業
会
計

水　道
事　業

収益 5億 119万 6千円
4億 9,007万円

4億 1,053万 4千円
4億 646万8千円

1,112万 6千円 406万 6千円

資本 4,710万円
608万4千円

2億423万 7千円
2億 3,071万 7千円

4,101万 6千円 △ 2,648万円

下水道
事業

収益 3億 6,717万 5千円
3億 5,467万 5千円

4億 2,124万2千円
4億 3,301万 7千円

1,250万円 1,175万 5千円

資本 7,198万9千円
1億 3,936万 7千円

1億 9,860万6千円
2億 3,273万2千円

△ 6,737万 8千円 △ 3,412万 6千円

■ 一般会計の状況 ■
　決算額は、歳入総額72億7,503万7千円、歳出総額67億9,563万8千円、差引き4億7,939
万9千円の黒字となり、翌年度へ繰り越すべき財源1,319万9千円を差し引いた実質収支額は、
4億6,620万円となりました。
　これを前年度の歳入総額77億2,575万2千円、歳出総額72億9,589万円と比較すると、歳
入において4億5,071万5千円、5.8％の減。歳出においては、5億25万2千円、6.9％の減と
なりました。

町
の
財
政
状
況

100

95

90

85
R01 R02 R03 R04

94.6

89.7

92.9

97.4

経常収支比率
数値が低いほど財政の弾力性が高く、余力が
ある。 単年数値

県内町村平均　86.3％
0.85

0.8

0.75

0.7
R01 R02 R03 R04

0.739

0.774

0.7970.796

財政力指数
過去３年間の平均値となり、数値が高いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強い。

県内町村平均　0.493

自主財源比率 51.1％
歳入全体を占める自主財源の割合のこと
で、前年度に比べ5.1 ポイントのプラス。

実質公債費比率 5.7％
早期健全化基準の25％を下回ってい
る状況で健全。

将来負担比率 12.5％
早期健全化基準の350％を大幅に下
回っている状況で健全。

（単位：％）

令和４年度各会計決算額
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 全般的事項 
●各事業について、費用対効果に合った事業なのか効果検証を行い、事業評価に努められたい。
●依然、経常収支比率が高く、財政の硬直化が見受けられる。さらにラスパイレス指数も全国町村
平均よりも高い状況にある。これらを解消するための対策として、事業の見直しや職員の削減
も考えられるが、安易な対策は町民サービスの低下など、様々な支障をきたすことが想定され
ることから慎重に対応されたい。また、現在、15に及ぶ基金を設置されているが、各事業の実
態に照らし合わせ、基金の精査、合理化することにより財政健全化の一助となるよう検討され
たい。

●決算において、随所に多額の不用額が見受けられる。予算を有効活用する観点からも緻密な計算
を行い、補正予算にて不用額を縮減されるよう努められたい。

 一般会計 
●「主要施策の成果説明書」は形式的なものではなく、相対的に判断できる資料となるよう改善さ
れたい。

●プリミエール酒々井の文化ホールは規模的にも利用しやすく、また、図書館ではニーズを取り入
れて電子書籍の導入や施設規模を上回る蔵書の確保などに努められており、多くの方々から評
価を得ているので、引き続き、好まれる施設運営に努められたい。

●ふれ愛タクシーを１台減車し、３台体制にしたことにより、利用者から使い勝手が悪くなったと
の意見を聞いている。早期に４台体制に戻し、利用者の利便性向上を図られたい。

●まるごとしすい事業については、当初計画に則った運営に努めるとともに、商品開発コンサルタ
ント業務による成果品が、どれだけ町内に波及（原材料の仕入れや雇用、下請け等）されてい
るのか、検証されたい。

●社会資本整備総合交付金事業で不適切な会計処理がなされたことにより、補助金の返還及び加算
金の支払いが生じた。今後、このような事案が生じないよう適切な事務処理に努められたい。

●ちびっこ天国については、個別施設計画の考え方を念頭に置きながら、今後の利用方針を早急に
決められたい。

決　算

決算特別委員会での意見・要望事項
【 決算審査特別委員会 】
委 員 長： 御園生　浩士
副委員長： 小早稲　美穂　　　委　員： 竹尾　忠雄 ・ 白井　則邦 ・ 綿貫　薫 ・ 小坂　和也



議会だより　しすい 6

決　算
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と
。

　
ま
た
、
安
全
安
心
面
で
は
、
消
防

団
の
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び
小
型

ポ
ン
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
２
台
更
新
し
、

防
災
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
全
般
的
に
限
ら
れ
た
財
源

を
町
民
の
福
祉
を
優
先
に
考
え
た
令

和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　

理
由
は
、
町
道
０
２-

０
０
９

号
線
電
線
共
同
溝
工
事
に
係
る
不
正

な
補
助
金
受
領
に
対
す
る
返
還
金

１
千
５
８
４
万
円
と
過
料
で
あ
る
加

算
金
５
８
４
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
「
や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
し
ょ

う
が
な
い
。」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

加
算
金
の
５
８
４
万
円
は
「
高
齢
者

へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金
軽
減
策
の
一
年

分
と
同
じ
金
額
で
あ
る
。「
や
っ
て

は
な
ら
な
い
」
過
ち
を
二
度
と
起
こ

さ
な
い
た
め
に
第
三
者
に
よ
る
原
因

究
明
が
必
要
だ
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
よ
っ
て
、
令
和
４
年
度
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

　

ま
ず
、「
無
電
柱
化
事
業
」
で
町

長
は
年
度
内
に
完
了
し
て
い
な
い
の

に
県
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
、
国

費
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
国
の
会
計

検
査
院
の
調
査
で
判
明
し
、
加
算
金

含
む
約
２
千
百
万
円
を
国
に
返
還
と

な
っ
た
。「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事

案
」
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の

空
調
機
は
、
２
台
の
機
械
で
交
互
運

転
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年
12
月
に

１
台
が
故
障
し
、
１
台
運
転
と
な
っ

て
い
る
さ
な
か
令
和
５
年
７
月
に
故

障
し
完
全
停
止
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
老
人
福
祉
大
会
や
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
な
ど
１
，
６
１
３
人

も
の
方
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
令
和
４
年
度
中
に
更
新
手

続
を
行
え
ば
完
全
停
止
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

令

議

和

案

４

第

年

２

度

号

決
算
に
関
す
る
討
論

令
和
４
年
度
決
算
に
反
対

虚
偽
の
報
告
で
加
算
金
を

含
む
２
千
百
万
円
の
返
金

竹
尾　
忠
雄　
議
員

反 対

コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
者
・
商

工
業
者
に
対
す
る
物
価
等

高
騰
対
策
を
評
価
す
る

岡
野　
義
広　
議
員

賛　成

不
正
な
補
助
金
受
領
に
対

す
る
返
還
金
と
加
算
金
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め

齊
藤　

 

博　
議
員

反 対
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９　月
定例会
議案審議

　
交
通
事
故
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
通
行
量
や

要
望
等
を
鑑
み
優
先
度
の

高
い
路
線
に

お
い
て
区
画

線
の
引
き
直

し
工
事
を
実

施
す
る
た
め

増
額
補
正

　
令
和
４
年
の
対
象
経
費
、

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
・
軽

油
が
合
計
50
万

円
以
上
の
事

業
者
に
対
し
、

20
万
円
を
上
限

に
助
成
す
る
た

め
増
額
補
正

　
設
置
か
ら
約
30
年
が
経
過
し

腐
食
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

既
存
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
の
撤
去
と

新
設
工
事
を
行

う
た
め
の
増
額

補
正
。

　
江
川（
伊
篠
）に
お
い
て
、

経
年
劣
化
に
よ
る
水
路
隣

接
部
の
陥
没
が
発

生
し
、
素
掘
り
部

の
法
面
も
崩
落
し

た
た
め
補
修
工
事

等
を
行
う
た
め
の

増
額
補
正

交
通
安
全
対
策
事
業

準
用
河
川
馬
橋
川

補
修
工
事

肥
料
等
物
価
高
騰
対
策

農
業
者
助
成
金
支
給
事
業

原
油
価
格
高
騰
対
策

助
成
金
支
給
事
業

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ッ
プ

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
改
修
工
事

道
路
維
持
事
業

569万円

651万円

531万円

500万円 1,113万円

579万円

　
法
面
が
一
部

崩
落
し
て
い
る

た
め
土
砂
撤
去

工
事
と
暗
渠
管

布
設
工
事
の
実

施
す
る
た
め
増

額
補
正

　
令
和
４
年
の
対
象

経
費
、
肥
料
費
及
び

動
力
光
熱
費
が
合
計

30
万
円
以
上
の
農
業

者
に
対
し
、
20
万
円

を
上
限
に
助
成
す
る

た
め
増
額
補
正

　
９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
中
か
ら
注
目
議
案
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

（
審
議
の
結
果
は
９
頁
～
11
頁
に
掲

載
） 議

案
審
議

　
町
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

現
教
育
委
員
で
あ
る
林

は
や
し

洋よ
う
こ子
氏
を
再

任
す
る
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
５
７
４
５
万
８
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
72
億
１

９
２
６
万
円
と
す
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

林　洋子　教育委員

議
案
第
12
号

議
案
第
５
号

町
教
育
委
員
の
再
任

一
般
会
計
を
増
額
補
正

議　案

補
正
予
算

こ
の
事
業
に
注
目
！

全
会
一
致

全
会
一
致

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

可
決
可
決

全
会
一
致

全
会
一
致

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

可
決
可
決

でで

９
月
定
例
会
概
要

③
「
酒
々
井
町
制
施
行
１
３
５

周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　
ま
た
、
教
育
長
か
ら
は
「
青

少
年
交
流
の
家
に
係
る
提
訴
の

経
過
報
告
に
つ
い
て
」
行
政
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
13
名
の
議

員
が
３
日
間
に
わ
た
り
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
、
子

育
て
支
援
な
ど
町
政
全
般
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
、
８
月
30
日

か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
31
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

12
件
と
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た

発
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
発
議
案
を
除
く
議

案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
各
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、「
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
行
政
報
告
で
は
、
町
長
か
ら

次
の
三
点
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

①
「
災
害
時
電
動
車
両
等
の
支

援
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
」

②
「
災
害
時
物
資
供
給
に
関
す

る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
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従
来
の
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
に
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の

問
題
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

「
負
担
に
見
合
っ
た
給
付
」
の
名
で

社
会
保
障
の
給
付
を
抑
制
し
、
国
の

財
政
負
担
、
大
企
業
の
税
・
保
険
料

負
担
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ

の
制
度
を
導
入
し
た
政
府
・
財
界
の

最
大
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
は
、

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
続

い
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
の
７
割
は
、
こ

れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
行

け
ば
問
題
な
く
対
応
で
き
た
と
が
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
で
明
ら
か
に

な
って
い
る
。

　
な
ん
と
いって
も「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の一番
の
問
題
は
命
に
関
わ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
現
在
の
保
険
証
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
の
１
点
で
賛
成
す
る
。

　

　

来
年
秋
に
こ
の
健
康
保
険
証
を
廃

止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

廃
止
を
す
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
ど

こ
に
も
な
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い

中
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し

て
も
、
す
ぐ
に
保
険
証
を
廃
止
す
る

理
由
に
は
な
ら
な
い
。
す
ぐ
の
保
険

証
の
廃
止
は
社
会
に
混
乱
を
招
く
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
本
来
必
要
の
な
か

っ
た
混
乱
を
政
府
が
招
い
て
し
ま
う

愚
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
便
利
さ
に
気
づ

き
、
徐
々
に
人
が
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移

っ
て
い
く
。
そ
う
し
て
従
来
の
保
険

証
の
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
た
時
点

で
廃
止
を
決
定
す
る
。
そ
れ
が
あ
る

べ
き
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
考
え
る
。

　

現
状
の
健
康
保
険
証
で
は
実
際

に
は
多
く
の
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、

今
、
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と一

体
化
す
る
こ
と
で
早
期
に
そ
の
問
題

を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
問
題
点
を
挙
げ
れ
ば
、

１
年
間
に
医
療
機
関
が
医
療
費
を

20
億
回
請
求
す
る
中
で
５
百
万
回
以

上
の
誤
り
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
医
療
保
険

の
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
で
、
な
り

す
ま
し
や
資
格
喪
失
後
の
保
険
証
の

使
用
な
ど
請
求
誤
り
を
防
ぎ
、
本
来

必
要
の
無
い
業
務
を
削
減
で
き
る
。

　
ま
た
、
薬
の
情
報
を
医
療
機
関
・

薬
局
で
共
有
す
る
こ
と
で
薬
の
重
複

投
薬
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
年
間

５
７
３
０
億
円
の
社
会
保
障
費
の
削

減
が
で
き
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
の
中
で
国
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
利
便

性
向
上
を
目
指
す
中
で
町
議
会
と
し

て
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
賛
成

で
き
な
い
。

報　

告

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

業
務
」
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
規

定
に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

内
容
は
、
一般
会
計
と
公
営
事
業

会
計
を
含
む
全
会
計
で
赤
字
額
は
無

く
、
早
期
健
全
化
の
基
準
値
を
大
き

く
下
回
って
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全
段

階
に
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
。

一
般
会
計
予
算
継
続
費
精
算

報
告
書
を
議
会
に
報
告　
　

報
告
第
１
号

財
政
健
全
化
判
断
比
率

な
ど
を
議
会
に
報
告 

報
告
第
２
号

　

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
健
康
保
険
証
機
能
を
組
み
込
ん
だ

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
の
た
め
、

２
０
２
４
年
秋
か
ら
従
来
の
健
康
保

険
証
を
原
則
廃
止
す
る
と
し
て
い
る

が
、
重
大
な
問
題
が
い
く
つ
も
あ
る
。

よ
って
国
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守

り
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
、
誰

も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
従
来
の
保
険
証
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も
の
。

　
　
提
出
者　
竹
尾　
忠
雄　
議
員

　
　
賛
成
者　
地
福
美
枝
子　
議
員

　
　
　
　
　
　
白
井　
則
邦　
議
員

発
議
案
第
１
号

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
従
来
の
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

意
見
書

討
論

議
会
と
し
て
の
従
来
の
保

険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
賛
成

で
き
な
い

　
金
塚　
学　
議
員

反 対

マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ

ル
が
続
き
命
に
関
わ
る

こ
と
か
ら
従
来
の
保
険
証

の
存
続
に
賛
成

地
福 

美
枝
子 

議
員

賛 成

従
来
の
保
険
証
の
利
用

者
が
少
な
く
な
っ
た
時
点

で
廃
止
を
決
定
す
る
こ
と

が
プ
ロ
セ
ス
だ
と
考
え
る

 

白
井　
則
邦 

議
員

賛 成

議　案
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各常任委員会での審査結果審査結果審査結果審査結果審査結果
◎…委員長　　○…副委員長

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第１号 押印を求める手続の見直しのための関係条例の整備に関する条例の
制定 ４ ０ 原案可決

議案第５号 令和５年度町一般会計補正予算（第４号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

総務常任委員会
委員　◎小早稲／○地福
　　　　髙﨑／御園生
　　　　酒瀨川

■総務課、企画財政課、税務住民課、会計室、
　議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、
　その他の事務についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第５号 令和５年度町一般会計補正予算（第４号）※委員会担当分野 ５ ０ 原案可決

議案第６号 令和５年度町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

議案第７号 令和５年度町介護保険特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

議案第８号 令和５年度町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第５号 令和５年度町一般会計補正予算（第４号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第９号 令和５年度町水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

議案第 10号 令和５年度町下水道事業会計補正予算（第２号） ４ ０ 原案可決

議案第 11号 町道路線の認定について ４ ０ 原案可決

委員　◎大石／○白井
　　　　川島／木内
　　　　岡野／小坂教育民生常任委員会

■住民協働課、健康福祉課、
　教育委員会についての審査を
　担当

委員　◎江澤／○竹尾
　　　　齊藤／金塚
　　　　綿貫経済建設常任委員会

■経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、農業委員会に
　ついての審査を担当

各常任委員会の審査結果
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本会議での議決結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果 小
坂
岡
野
綿
貫
木
内
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
御
園
生
川
島
齊齊
藤
竹
尾
地
福
江
澤
髙
﨑
議
長

＜条例の制定＞

１

押印を求める手続の見直しのための関係条例の整備に
関する条例の制定
…押印を求める手続の見直しのため、町固定資産評価
審査委員会条例と町火入れに関する条例について、所
要の改正を行うもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜令和４年度決算認定＞

２
［掲載：２頁～５頁］
一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定
…各会計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を
付して認定するもの。

認　定

賛11・否 4
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ―

３
［掲載：２頁］
水道事業会計決算の認定
…水道事業会計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の
意見を付して認定するもの。

認　定

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

４

［掲載：２頁］
下水道事業会計決算の認定
…下水道事業会計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員
の意見を付して認定するもの。

認　定

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜令和５年度補正予算＞

５

［掲載：７頁］
一般会計補正予算（第４号）
…農業者に対する肥料等物価高騰対策農業者助成事業、商
工業者に対する原油価格高騰対策助成事業や道路舗装工
事、準用河川馬橋川補修工事等、合計2億5,745万8千円を
追加し、補正後の予算額を72億1,926万円とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

６

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
…令和４年決算の確定に伴うもの及び令和５年度国民健
康保険事業費納付金金額の決定に伴うもの等を補正する
ため、711万円を増額し、補正後の予算額を21億7,044
万9千円とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

７

介護保険保険特別会計補正予算（第１号）
…令和４年決算の確定に伴うものを補正するもので、
5,300万円を増額し、補正後の予算額を15億2，953万7
千円とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

８

後期高齢者医療険特別会計補正予算（第１号）
…令和４年決算の確定に伴うものを補正するもので、75
万7千円を増額し、補正後の予算額を3億6,480万2千円
とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果 小
坂
岡
野
綿
貫
木
内
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
御
園
生
川
島
齊齊
藤
竹
尾
地
福
江
澤
髙
﨑
議
長

＜令和５年度補正予算＞

９

水道事業会計補正予算（第１号）
…人事異動に伴う人件費の補正を行うもので、収益的
支出を531万7千円増額し、補正後の予算額を5億1,116
万3千円とするもの。また、資本的支出を11万8千円増
額し、補正後の予算額を2億7,396万9千円とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

10

下水道事業会計補正予算（第２号）
…収益的支出については、中川排水路の川底改修工事
の実施などを行うため255万3千円を増額し、補正後の
予算を4億4,595万1千円とするもの。収益的収入につ
いては、中川排水路の川底改修工事の実施に伴い、当
該事業費を雨水処理負担金として一般会計から繰り入
れるもので、250万8千円増額して補正後の予算を3億
8,079万3千円とするもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜町道路線の認定＞

11
町道路線の認定
…宅地開発に伴い伊篠地先２路線を認定するにあたり、
議会の議決を求めるもの。

可　決

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜人　事＞

12

［掲載：７頁］
教育委員会委員の任命同意
…令和５年９月30日をもって任期満了となることに伴
い、現教育委員会委員である林洋子氏を再任するため、
議会の同意を求めるもの。

同　意

賛15・否 0
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜発議案＞議員提出による議案

１

［掲載：８頁］
国民の命と健康を守るために従来の保険証の存続を求め
る意見書の提出について
…政府は、マイナンバーカードに健康保険証機能を組み
込んだ「マイナ保険証」の普及のため、2024年秋から
従来の健康保険証を原則廃止するとしているが、重大な
問題がいくつもある。よって国は、国民の命と健康を守
り、国民皆保険制度のもと、誰もが安心して医療が受け
られるよう、従来の保険証を存続させることを強く要望
するもの。

（提出者）　竹尾忠雄 議員 他２名

否　決

賛 6・否 9
× × × ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ―

本会議での議決結果
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一般質問一般質問一般質問

１
（P13） 大石　法子

▶ 医療用ウィッグ購入費用助成
▶ ＪＲ酒々井駅にユニバーサルトイレの新設
▶ 通学路の安全確保

２
（P13） 御園生　浩士

▶ ドルフェン市への海外視察
▶ 町の総合計画
▶ 保育園・小中学校の教職員の働き方改革

３
（P14） 金塚　　学

▶ 町民誰もが健やかに暮らせるまちづくり
の推進

▶ 安心・安全で住みよいまちづくりの推進
▶ 地域経済の振興・発展と賑わいのあるま

ちづくりの推進
▶ 教育環境の整備促進と文化が香るまちづ

くりの推進
４

（P14）
白井　則邦 ▶ 子育て世帯への食生活支援

▶ 不登校について

５
（P15） 小坂　和也

▶ 町づくりについて　▶ 観光事業について
▶ まるごとしすいについて
▶ 福祉事業について

６
（P15） 江澤　眞一 ▶ ふるさと納税

▶ 酒々井小学校、中学校について

７
（P16） 地福　美枝子

▶ 子育て支援に関すること
▶ 特別養護老人ホームの待機者について
▶ 加齢性難聴者に補聴器費用の補助
▶ マイナンバーカードに関して

８
（P16） 竹尾　忠雄

▶ 学校給食について　　　　　
▶ プリミエール酒々井の空調設備故障
▶ 低米価と食料問題　　　　▶ 道路問題
▶ 青少年交流の家及び馬橋地区住民との裁判

９
（P17）

川島　邦彦 ▶ 園の管理と整備
▶ 防犯街灯のＬＥＤ化

10
（P17）

岡野　義広 ▶ デジタル行政の推進

11
（P18） 小早稲　美穂

▶ 町内小中学校及び指定避難所である町公
共施設の平常時と非常時の保健衛生・環
境衛生の体制及び施設整備等について

12
（P18）

木内　信子 ▶ 高齢者の移動手段の改善・充実
▶ 不登校の児童生徒の実態とその処遇

12
（P19） 齊藤　　博

▶ 町議会における議決案件
▶ 中川治水対策
▶ ＪＡ跡地の活用と進捗状況
▶ 個別施設計画により生じる施設跡地の活用

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、事務の執
行状況や将来の方針などについての
報告や説明を町長などの執行機関に
求めることです。
　９月定例会では、９月６日から８
日までの３日間で 13名の議員が登
壇し、町政について質問しました。
　ここでは、質問と答弁を要約した
内容を質問順にお知らせします。
※今回の令和５年第５回定例会の
会議録 (12 月上旬
発行予定 ) は、イン
ターネットまたは図
書館でご覧いただけ
ます。

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴

議員

議員

議員
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問　
が
ん
患
者
の
多
く
が
抱
え
る
悩
み
に
脱

毛
を
上
げ
る
人
が
多
い
。
外
見
的
な
変
化
に

よ
る
苦
痛
は
治
療
や
就
労
へ
の
意
欲
の
低
下

を
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
二
次
的
・
三
次
的

な
不
調
の
原
因
に
も
な
り
兼
ね
な
い
。
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
は
高
額
な
た
め
、
町
に
よ
る
助

成
が
必
要
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
国
で
は
、
が
ん
対
策
推
進

基
本
計
画
に
お
い
て
、
が
ん
治
療
に
伴
う
外

見
の
変
化
に
対
し
て
の
相
談
支
援
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
を
集
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を  

問　
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
の
ト
イ
レ
に
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ト
イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ

に
は
規
定
の
面
積
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
ト
イ
レ
改
修

に
併
せ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 

通
学
路
の
安
全
確
保
は
急
務  

問　
京
成
酒
々
井
駅
付
近
の
通
学
路
は
狭
い

道
路
に
も
関
わ
ら
ず
、
登
校
時
の
交
通
量
が

非
常
に
多
く
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
心

配
す
る
声
が
多
い
。
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
平
成
26
年
の
通
学
路
合
同

点
検
で
は
、
横
断
歩
道
設
置
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、「
ク
ラ
ン
ク
部
で
の
横
断
歩
道
設
置

は
か
え
っ
て
危
険
と
な
る
た
め
、
路
面
表
示

で
注
意
喚
起
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校

で
は
、
児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
を
徹
底
し
、

登
下
校
時
に
は
安
全
確
保
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
協
力
を
得
て
い
る
。

問
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
に

助
成
金
を

答
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

検
討
し
た
い

踏切近くで、クランク状になっている 京成酒々井駅前の道路

大石 法子大石 法子議員議員

一般質問

問　
ド
イ
ツ
（
ド
ル
フ
ェ
ン
市
）
へ
の
視
察

目
的
と
視
察
者
の
立
場
を
伺
う
。

町
長　
ド
ル
フ
ェ
ン
市
と
の
学
校
間
の
交
流

を
き
っ
か
け
に
、
現
在
は
都
市
間
交
流
に
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
ド
ル
フ
ェ
ン
市
長
よ

り
、
市
誕
生
１
２
５
０
年
記
念
式
典
へ
の
招

待
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
間
交
流
を
行

う
自
治
体
の
長
及
び
議
会
代
表
の
長
、
学
校

同
士
の
交
流
を
行
う
教
育
委
員
会
代
表
の
長

と
し
て
参
加
す
る
た
め
に
、
ド
ル
フ
ェ
ン
市

を
訪
問
す
る
。

問　

当
初
予
算
で
海
外
視
察
予
算
は
一
人

１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
４
人
か
ら
５
人

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
幾
ら
に
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　
当
初
予
算
で
は
、
原
油
高
や
円

安
の
影
響
等
、
見
通
し
が
つ
き
づ
ら
い
中
で

議
会
か
ら
承
認
を
い
た
だ
い
た
。
航
空
機
を

直
行
便
か
ら
経
由
便
へ
の
切
り
替
え
や
ド
ル

フ
ェ
ン
市
の
協
力
に
よ
り
、
移
動
経
費
を
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
一
人
あ
た
り

約
50
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
ど
の
様
な
日
程
で
行
動
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
移
動
を
含
め
３
泊
５
日
で
、
９

月
15
日
の
記
念
式
典
に
参
加
す
る
ほ
か
、
そ

の
前
後
の
滞
在
期
間
で
、
国
際
交
流
を
行
っ

て
い
る
学
校
と
今
後
の
交
流
事
業
に
関
す
る

意
見
交
換
や
中
学
生
が
実
際
に
訪
れ
て
い
る

歴
史
文
化
施
設
等
の
一
部
を
視
察
す
る
予
定

で
あ
る
。

 

ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
前
の
土
壌
検
査
実
施
は         

問　
「
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
除
草
剤

の
散
布
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
が
、
当
町

で
は
、
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
前
の
植
樹
帯
の
土

壌
検
査
は
行
わ
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
も
と
も
と
植
樹
帯
に
は

何
も
植
樹
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
除
草
剤
は

散
布
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
土
壌
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

答
見
直
し
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り

約
50
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

問
当
初
、
海
外
視
察
一
人
１
０
０
万
円

だ
っ
た
が
、
幾
ら
に
な
っ
た
の
か

御園生 浩士御園生 浩士議員議員

ビッグモーター前
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一般質問
問　
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
」
を
受

け
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
、
中
学
生
の

競
技
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
目
的
に
夜
間
も
利
用
で
き
る
ナ
イ

タ
ー
照
明
付
き
の
施
設
で
あ
る
が
、
ト
イ
レ

の
整
備
計
画
は
な
い
の
か
伺
う
。

副
町
長　
今
後
、
学
校
施
設
整
備
改
修
の
検

討
を
し
て
い
く
な
か
で
考
え
て
い
く
が
、
現

状
、
体
育
館
の
外
に
ト
イ
レ
が
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

計
画
的
な
街
路
樹
の
管
理
を  

問　
街
路
樹
の
植
栽
は
、
景
観
、
緑
化
、
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
な
ど
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
で
も
あ
る
が
、
災
害
対
策
や
日
々
の
管
理

へ
の
費
用
負
担
等
の
問
題
も
あ
る
。
今
後
、

町
の
街
路
樹
の
あ
り
方
や
管
理
の
方
法
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
限
ら
れ
た
予
算
で
対
応

し
て
い
る
た
め
、
町
で
は
複
数
年
に
１
回
程

度
の
剪
定
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
町
民
の
理

解
を
求
め
て
い
る
。
街
路
樹
を
適
切
に
維
持

管
理
す
る
に
は
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
の

で
、
管
理
し
や
す
い
樹
木
に
植
え
変
え
る
こ

と
や
街
路
樹
を
間
引
く
と
い
っ
た
こ
と
も
含

め
、
今
後
、
管
理
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

駅
舎
の
ハ
ト
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
は  

問　
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
の
ハ
ト
の
糞
に
対
す
る

改
善
は
、
改
札
内
は
鉄
道
事
業
者
の
管
理
で

あ
る
が
、
町
が
費
用
を
負
担
し
て
で
も
対
策

を
し
よ
う
と
の
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

駅
舎
の
長
寿
命
化
や
再
塗
装
に
つ
い
て
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
か
ら
ハ
ト
対
策
を
要

望
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
で
駆
除
対
策
を
実
施
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
駅
舎
の
点
検
や

補
修
時
期
と
合
わ
せ
、
計
画
的
に
修
繕
で
き

る
よ
う
検
討
し
、
そ
の
際
に
ハ
ト
対
策
も
実

施
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

教
育
環
境
の
整
備
促
進
を  

問　
八
街
市
の
通
学
路
に
お
け
る
悲
惨
な
事

故
以
降
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
平

成
16
年
の
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
路
線
バ

ス
の
代
替
え
運
行
で
あ
る
。
町
は
こ
の
路
線

バ
ス
の
代
替
え
と
い
う
考
え
を
踏
襲
し
て
い

く
考
え
な
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
今
後
も
現
状
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答
現
状
は
体
育
館
外
の
ト
イ
レ
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

問
新
設
さ
れ
た
酒
々
井
中
学
校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
へ
ト
イ
レ
の
整
備
を

金塚 学金塚 学議員議員

問　
「
令
和
元
年
度 

千
葉
県
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
小
学
生
全

体
の
14
・
９
％
が
、
必
要
な
食
料
が
買
え
な

か
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
と
回
答
。
困
窮
し
て

い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
食
生
活
支
援
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。
町
は
、
食
生
活
支
援
が

必
要
な
子
育
て
世
帯
に
関
し
て
、
調
査
を
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
食
生
活
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
調
査
は
実
施
し
て

い
な
い
。

問　
夏
休
み
は
給
食
が
な
い
が
、
栄
養
の
面

で
不
安
を
抱
え
て
い
る
家
庭
へ
、
何
ら
か
の

支
援
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
夏
休
み
中
の
支
援
は
な
い

が
、
今
後
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
状
況
調
査
を

検
討
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　
９
月
に
身
体
計
測
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
こ
で
体
重
や
身
長
を
確
認
し

て
い
る
が
、
そ
の
時
の
様
子
で
心
配
な
子
が

い
た
場
合
に
は
、
養
護
教
諭
が
保
護
者
や
子

ど
も
に
声
か
け
を
し
て
い
る
。

 

不
登
校
問
題
に
対
す
る
対
策
は  

問　
令
和
４
年
度
の
全
国
の
小
中
学
生
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
24
万
人
を
超
え
て
い
る

が
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
、
酒
々
井
町
の

小
中
学
生
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
人
数
は

学
校
教
育
課
長　
令
和
４
年
度
で
は
、
小
学

校
２
年
生
１
人
、
３
年
生
１
人
、
５
年
生
２

人
、
６
年
生
２
人
、
中
学
校
１
年
生
５
人
、

２
年
生
３
人
、
３
年
生
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
不
登
校
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
、
主
に

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
支
援
と
し
て
、「
学
び
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
る

取
組
」「
チ
ー
ム
学
校
で
支
援
す
る
取
組
」「
学

校
を
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
所
に
す

る
た
め
の
取
組
」
の
３
つ
に
取
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
の
問
題
行

動
に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
徹
底
す
る
よ
う

各
学
校
に
は
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
児
童
生
徒
と
教
員
の
信
頼

関
係
が
強
化
さ
れ
、
困
っ
た
時
に
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
体
制
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

答
支
援
は
な
い
が
、
今
後
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
状
況
調
査
を
検
討
し
て
い
る

問
給
食
の
な
い
夏
休
み
に
食
生
活
支
援
の

実
施
を

白井 則邦白井 則邦議員議員
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一般質問一般質問一般質問

答
令
和
３
年
度
は
２
，
８
８
９
万
８
千
円

令
和
４
年
度
は
３
，
４
２
８
万
７
千
円

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
町
の
減
税
額
は

問　
令
和
３
年
度
、
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
寄
附
金
受
入
額
は
、
令
和

３
年
度
は
１
，
７
２
７
万
３
千
円
、
令
和
４

年
度
は
１
，
６
６
５
万
１
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

問　
令
和
３
年
度
、
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
け
る
住
民
税
の
減
税
額
を
伺
う
。

税
務
住
民
課
長　
町
民
の
方
が
他
市
町
村
へ

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
控
除
額
は
、
令
和
３
年
度
中
は
２
，
８
８

９
万
８
千
円
、
令
和
４
年
度
中
は
３
，
４
２

８
万
７
千
円
と
な
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
種
類
と
支
出

額
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
返
礼
品
と
し
て
、

ま
る
ご
と
し
す
い
で
扱
っ
て
い
る
商
品
を
あ

て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
返
礼
品
の
種
類
は
８
月
時

点
で
約
１
０
０
種
類
で
、
令
和
４
年
度
の
返

礼
品
に
対
す
る
支
出
額
は
４
１
０
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
ま
る
ご
と
し
す
い
で
扱
っ

て
い
る
品
が
、
町
内
で
生
産
や
加
工
さ
れ
た

も
の
な
ど
、
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
返
礼
品
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

猛
暑
の
中
で
の
部
活
動
な
ど
の
対
応
は  

問　
猛
暑
の
中
で
の
部
活
動
へ
の
指
導
と
体

調
管
理
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
教
育
委
員
会
か
ら
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
の
情
報
を
学
校
へ
伝
え
た
り
、
暑

さ
指
数
を
計
測
す
る
機
器
を
配
布
し
て
い

る
。
学
校
で
は
、
気
象
庁
の
情
報
等
を
参
考

に
運
動
強
度
を
調
整
し
た
り
、
休
憩
や
水
分

補
給
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
体
育
館
や
武
道

場
で
は
、
そ
れ
以
外
に
冷
風
機
、
扇
風
機
等

に
よ
り
熱
中
症
予
防
に
努
め
て
い
る
。

問
①　
中
学
校
の
体
育
祭
の
開
催
時
期
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

問
②　
酒
々
井
小
学
校
の
運
動
会
の
開
催
時

期
を
検
討
す
べ
き
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

ま
た
、
大
室
台
小
学
校
と
の
合
同
開
催
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

学
校
教
育
課
長
①
②　
学
校
の
教
育
計
画
で

あ
る
教
育
課
程
の
編
成
は
校
長
が
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
学
校
行
事
は
、
各

学
校
で
校
内
検
討
会
議
を
実
施
し
な
が
ら
決

定
し
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は

各
学
校
の
判
断
を
尊
重
し
た
い
。 江澤 眞一江澤 眞一議員議員

問　
移
住
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
町
の
魅

力
と
し
て
「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
と
掲
載

し
て
い
る
が
、
子
育
て
し
て
い
る
方
か
ら
は

小
児
科
が
な
い
な
ど
、
満
足
し
て
い
る
こ
と

よ
り
も
足
り
な
い
点
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
。
子
育
て
し
や
す
い
町
と
言
っ
て

い
る
の
は
誰
な
の
か
伺
う
。 

企
画
財
政
課
長　
平
成
30
年
度
に
就
学
前
児

童
の
保
護
者
と
小
学
生
の
保
護
者
に
実
施
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
で
、「
酒
々
井
町
は
子
育
て

し
や
す
い
町
と
思
い
ま
す
か
」
と
の
設
問
に

対
し
て
、「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
就
学
前
児
童
の

保
護
者
は
67
・
４
％
、
小
学
生
の
保
護
者
は

70
％
で
あ
っ
た
。

 

公
衆
無
線
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
実
績
は  

問　
観
光
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
公
衆

無
線
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
業
務
実
績
及
び
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。 

経
済
環
境
課
長　
町
内
３
箇
所
の
公
衆
無
線

ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
客
の
利
便
性
の
向
上
及
び
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
接

続
時
に
自
動
的
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
さ
れ
る
機
能
を
利
用
し
た
町
内
観
光

施
設
や
飲
食
店
等
へ
の
誘
客
の
た
め
の
情
報

発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
西
口

ロ
ー
タ
リ
ー
、
し
す
い
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
、

ま
る
ご
と
し
す
い
に
設
置
・
運
用
し
て
い
る
。

 

町
民
へ
の
還
元
を
ど
う
図
る
の
か  

問　
ま
る
ご
と
し
す
い
の
利
用
状
況
、
業
務

実
績
、
今
後
の
展
開
、
売
り
上
げ
が
ど
の
よ

う
に
町
民
に
還
元
さ
れ
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
年
間
来
店
者
数
は
、
令
和

２
年
度
が
７
，
７
２
５
人
、
令
和
３
年
度
が

１
１
，
９
７
２
人
、
令
和
４
年
度
が
１
２
，
４

０
７
人
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
業
務

実
績
と
し
て
、
特
産
品
開
発
推
進
業
務
で
は

町
内
事
業
者
と
協
力
の
も
と
、
新
た
な
特
産

品
開
発
を
行
い
、
観
光
案
内
所
業
務
と
し
て

は
、
来
客
者
に
観
光
施
設
や
飲
食
店
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
土
日

祝
日
に
開
催
し
て
い
る
「
楽
市
」
の
売
り
上

げ
は
町
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
運
営
し
て

い
る
事
業
者
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
料

が
町
の
収
入
と
な
る
。
ま
る
ご
と
し
す
い
は

産
業
振
興
に
資
す
る
施
設
で
あ
り
、
観
光
案

内
や
特
産
品
開
発
等
に
よ
り
、
町
内
へ
の
誘

客
を
促
し
、
町
の
産
業
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
、
還
元
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
い
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

問
本
当
に
「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
と

感
じ
て
い
る
の
か

小坂 和也小坂 和也議員議員
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一般質問
問　
学
校
給
食
費
の
段
階
的
無
償
化
の
検
討

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

学
校
教
育
課
長　
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食

費
無
償
化
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
値
上

げ
の
抑
制
等
を
し
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で

は
無
償
化
は
困
難
で
あ
る
。

問　
就
学
援
助
の
申
請
書
を
全
員
に
配
布
す

る
制
度
に
し
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
申
請
書
類
は
配
付
し
て
い

な
い
が
、
申
請
で
き
る
方
や
計
算
方
法
な
ど

の
説
明
資
料
を
入
学
前
に
配
付
し
て
い
る
。

問　
補
助
保
護
基
準
を
１
・
０
か
ら
増
額
し

て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
所
得
指
数
１
・
０
未
満
で

審
査
し
て
お
り
、
高
い
割
合
で
認
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
十
分
な
援
助
が
行
え
て
い
る
。

問　
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
支
払
い

を
償
還
払
い
か
ら
現
物
給
付
に
す
べ
き
。

こ
ど
も
課
長　
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
等
を

検
討
す
る
際
に
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
例
入
所
要
件
は  

問　
要
介
護
３
以
上
で
な
い
と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
な
い
が
、
要
介
護
１・

２
の
方
が
入
所
で
き
る
要
件
は
。

健
康
福
祉
課
長　
認
知
症
で
日
常
生
活
を
営

む
の
が
困
難
な
方
や
独
居
等
に
よ
り
家
族
支

援
が
難
し
い
方
は
特
例
入
所
の
対
象
と
な
る
。

問　
要
介
護
３
以
上
の
方
の
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
今
後
も
対
象
者
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
待
機
者
の
解
消
に
向

け
、
令
和
７
年
度
に
開
設
予
定
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

 

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
補
助
を  

問　
加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
の
補
助

を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

健
康
福
祉
課
長　
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ど
う
考
え
て
い
る  

問　
取
得
状
況
と
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
の
か
。

税
務
住
民
課
長　
直
近
で
１
５
，７
２
２
件
、

ト
ラ
ブ
ル
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問　
自
治
体
調
査
で
は
、
事
務
負
担
が
重
い

と
の
回
答
が
94
％
だ
っ
た
が
、
町
の
回
答
は
。

税
務
住
民
課
長　

多
く
の
団
体
と
同
様
に

「
重
い
」
と
回
答
し
た
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
町
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
信
頼
を
得
ら
れ
る
制
度
運

用
と
な
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
く
。

問答
学
校
給
食
の
段
階
的
無
償
化
を

第
３
子
以
降
の
無
償
化
や

物
価
高
騰
対
策
を
実
施
し
て
い
る

地福 美枝子地福 美枝子議員議員

　
学
校
給
食
は
、
平
成
12
年
か
ら
地
元
産
の

お
米
を
使
用
し
、
そ
の
後
、
野
菜
、
梨
、
酒
々

井
産
味
噌
も
使
用
し
、
地
元
炊
飯
業
者
、
農

協
、
農
家
の
協
力
で
20
年
間
続
い
て
い
る
。

学
校
給
食
は
児
童
生
徒
か
ら
も
美
味
し
い
と

評
判
で
あ
る
が
、
町
は
富
里
市
と
の
「
共
同

処
理
」
の
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
町
の
学
校
給
食
は
美
味
し
い
と
の
評
判

だ
が
、
町
長
と
教
育
次
長
の
認
識
を
伺
う
。

町
長　
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
次
長　
美
味
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

問　
自
校
方
式
（
学
校
調
理
方
式
）
の
検
討

を
し
な
い
理
由
を
伺
う
。

教
育
次
長　
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
た
際
に
、
経
済
的
な
合
理
性
や
安
全

面
・
衛
生
面
で
の
管
理
の
し
や
す
さ
な
ど
か

ら
、共
同
調
理
場
方
式
と
し
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
状
況
は
現
在
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
各

学
校
に
調
理
施
設
を
新
た
に
建
設
し
、
維
持

管
理
等
を
す
る
こ
と
は
合
理
性
に
欠
け
る
と

判
断
し
た
。

 

文
化
ホ
ー
ル
は
使
い
勝
手
の
よ
い
施
設  

　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の
空
調
機
は
、
２

基
に
よ
る
交
互
運
転
を
し
て
き
た
が
、
昨
年

１
基
が
故
障
し
、
今
年
７
月
に
も
う
１
基
が

故
障
し
、
完
全
停
止
と
な
っ
た
。
そ
の
日
は

発
表
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
ク
ー
ラ
ー

が
な
く
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
が

い
た
た
め
、
発
表
会
は
途
中
で
中
止
と
な
っ

た
。「
使
い
勝
手
の
よ
い
文
化
ホ
ー
ル
の
灯

を
消
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
の
訴
え
が
、

匿
名
で
私
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

次
の
点
を
伺
う
。

問　
文
化
ホ
ー
ル
貸
出
し
中
止
（
７
月
か
ら

９
月
）
と
な
っ
た
予
約
件
数
と
人
数
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
13
団
体
、
利
用
予
定
日
は

23
日
、
利
用
予
定
者
は
延
べ
約
１
，
６
１
３

名
で
あ
る
。

問　
今
回
の
件
に
つ
い
て
、
町
長
は
管
理
者

と
し
て
の
責
任
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。

町
長　
使
え
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。　

問　
空
調
機
２
基
に
よ
る
交
互
運
転
を
し
て

い
る
理
由
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
１
台
が
故
障
し
た
際
に
も

う
１
台
が
リ
カ
バ
リ
ー
し
、
そ
の
間
に
修
理

す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

問答
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
自
校
式
を
検
討

す
る
よ
う
提
起
す
る

小
中
各
校
に
新
た
に
調
理
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
合
理
性
に
欠
け
る

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員
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一般質問

答
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
に
対
す
る

シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し
て
い
く

問
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
組
状
況
は

問　
国
で
は
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
を
施
行
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
が
、
町
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
ほ
か
、
図
書
の
貸
出
予
約
や

地
方
税
申
告
手
続
き
等
が
既
に
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る
が
、
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
費

用
対
効
果
等
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
シ
ス
テ

ム
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か  

問　
町
の
健
康
保
険
証
の
マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
医
療
情
報
の
活
用
を
通
じ
て
医
療
費
適

正
化
に
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
に
還
元
さ

れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
国

の
方
針
に
従
い
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
町

独
自
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　
役
場
窓
口
に
来
な
く
て
も
キ
オ

ス
ク
端
末
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
児
童
手
当
等
の
子
育
て
関
係
の
15
手
続

や
介
護
関
係
11
手
続
き
及
び
罹
災
証
明
書
の

発
行
申
請
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な
っ
た
。

問　
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ

い
て
検
討
は
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長　
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
や
費
用
対
効
果
等
を
検
証

し
な
が
ら
、
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

取
組
ん
で
い
く
。

 

防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
を  

問　
災
害
時
に
住
民
の
利
便
性
の
向
上
、
職

員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、
証
明
書
発
行

や
被
害
認
定
、
災
害
時
の
問
合
わ
せ
に
自
動

対
応
等
を
行
う
「
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長　
他
の
自
治
体
で
は
、
災
害
時
だ

け
で
な
く
、「
子
育
て
」「
家
庭
ご
み
」
な
ど
、

幅
広
い
業
務
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今

後
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進
に
よ
る
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
全

庁
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。 岡野 義広岡野 義広議員議員

　
公
園
に
花
壇
を
整
備
し
、
高
齢
者
等
が
主

体
的
に
管
理
す
る
環
境
に
よ
り
健
康
生
活
の

一
助
に
し
た
い
と
の
視
点
で
伺
う
。

１　
公
園
管
理
の
現
状
を
伺
う
。

問　
町
内
の
公
園
総
数
と
、
そ
の
中
で
管
理

を
委
託
し
て
い
る
公
園
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
都
市
公
園
法
に
基
づ
く

公
園
は
、
総
合
公
園
と
街
区
公
園
39
箇
所
あ

り
、
街
区
公
園
の
う
ち
15
箇
所
を
公
園
等
愛

護
活
動
団
体
と
町
が
協
定
を
結
び
自
主
的
に

管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
委
託
に
あ
た
り
、
町
が
支
援
し
て
い
る

こ
と
は
何
か
。

住
民
協
働
課
長　
委
託
で
は
な
く
、
公
園
愛

護
団
体
と
協
定
書
を
締
結
し
、
公
園
面
積
の

基
礎
報
奨
金
と
年
間
除
草
等
回
数
の
除
草
等

報
奨
金
を
交
付
し
、
作
業
で
出
た
ゴ
ミ
の
処

理
は
町
が
行
う
。
な
お
、
団
体
が
使
用
す
る

用
具
は
、
町
か
ら
貸
与
は
行
っ
て
い
な
い
。

２　
今
後
の
公
園
整
備
や
運
営
に
つ
い
て
伺

う
。（
地
域
福
祉
計
画
に
関
連
し
て
）

問　
公
園
の
整
備
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
が

交
流
で
き
る
よ
う
な
場
と
す
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
公
園
と
し
て
の
機
能
を

適
正
に
管
理
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
交
流
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
く
。

問　
生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
環
境

美
化
や
景
観
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
花

壇
の
整
備
を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。
ま
た

活
動
に
対
す
る
支
援
を
要
請
す
る
。

住
民
協
働
課
長　
町
で
は
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
事
業
」
を
実
施
し
、
花
苗
等
を
支
給
し
て

い
る
。
一
部
の
公
園
等
愛
護
活
動
団
体
で
も

公
園
に
花
壇
を
つ
く
り
、
花
苗
を
植
え
る
活

動
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
。

 

防
犯
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
を  

問　
防
犯
街
灯
総
数
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
数
（
率
を

含
む
）
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
防
犯
街
灯
は
、
約
３
，

０
０
０
基
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
１
，
８
０
０

基
、
約
60
％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。

問　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
推
進
す
べ
き
だ

が
、
対
応
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
完
了
年
度

な
ど
を
設
定
し
て
い
る
か
併
せ
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
従
来
の
防
犯
街
灯
が
玉

切
れ
や
故
障
し
た
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
交

換
を
進
め
て
お
り
、
具
体
的
な
完
了
目
標
は

設
定
し
て
い
な
い
。

問答
子
ど
も
と
高
齢
者
が
交
流
で
き
る

公
園
の
整
備
を

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

交
流
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
く

川島 邦彦川島 邦彦議員議員
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一般質問
問　
酒
々
井
の
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
・
体

調
管
理
・
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
に
も
小

中
学
校
の
体
育
館
に
冷
暖
房
・
断
熱
設
備
等

の
環
境
改
善
は
近
年
の
天
候
等
を
考
え
て
も

急
務
で
あ
る
。
町
内
公
共
施
設
の
多
く
が
老

朽
化
し
て
い
る
中
で
、
酒
々
井
の
子
ど
も
達・

町
民
の
健
康
・
学
校
生
活
改
善
の
た
め
に
も

冷
暖
房
機
能
の
あ
る
空
調
設
備
・
断
熱
設
備

の
整
備
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長　
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て

も
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
空
調
設
備
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
防
災
等
の
担
当
部

署
の
考
え
を
踏
ま
え
、
学
校
施
設
の
整
備
を

検
討
す
る
中
で
考
え
て
い
く
。

 

公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
経
年
劣
化
対
策
は  

問　
エ
ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
公
共

施
設
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
経
年
劣
化
等
に

よ
り
故
障
が
危
惧
さ
れ
る
施
設
は
あ
る
の

か
。

企
画
財
政
課
長　
各
公
共
施
設
に
は
エ
ア
コ

ン
は
設
置
さ
れ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
プ

リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の
空
調
熱
源
設
備
の
更

新
、
令
和
６
年
度
と
７
年
度
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
大
規
模
改
修
の
中
で
空
調
設
備
の
改
修

工
事
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

 

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
の
能
力
は  

問　
町
分
庁
舎
・
中
央
公
民
館
及
び
各
小
中

学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備

は
そ
れ
ら
を
通
常
に
活
動
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
発
電
量
は
あ
る
か
。
ま
た
、
災
害
時
の

指
定
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
に
も
使

用
で
き
る
電
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

増
設
等
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
併
せ
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
分
庁
舎
は
３
日
間
程
度
使

用
可
能
な
電
力
を
確
保
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　
中
央
公
民
館
全
館
の
照
明

及
び
講
堂
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
約
１
日
使
用
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
課
長　
小
中
学
校
の
設
備
で
は
、
必

要
量
を
賄
う
だ
け
の
電
力
量
は
な
い
。

問　
平
常
時
や
災
害
等
の
非
常
時
に
汚
れ
や

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、
24
時
間
使
用
可

能
な
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
・
洗
濯
室
等
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
財
政
課　
平
常
時
の
入
浴
施
設
は
保
健

セ
ン
タ
ー
や
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
、
酒
々

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
利
用
を
考
え
て

い
る
が
、
24
時
間
使
用
可
能
な
入
浴
施
設
等

に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
既
存
施
設
の
改
修

等
が
可
能
な
の
か
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問答
小
中
学
校
体
育
館
へ
冷
暖
房
機
能
の

あ
る
空
調
・
断
熱
設
備
の
整
備
を

学
校
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
中
で

考
え
て
い
く

小早稲 美穂小早稲 美穂 議員議員

問　
町
に
は
各
種
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
制
度

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
数
や
実
態

状
況
を
伺
う
。

町
長　
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に

各
種
移
動
手
段
の
提
供
と
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
特
に
利
用
が
多
い
高
齢
者
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
利
用
者
が
増

加
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
実
績
で
は
７
，

４
５
７
回
、
前
年
度
よ
り
１
，
８
９
８
回
増

え
て
お
り
、
年
間
経
費
は
、
５
０
８
万
７
，

５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
の
町
外
へ
の
運
行
は

成
田
赤
十
字
病
院
と
日
本
医
科
大
学
千
葉
北

総
病
院
と
限
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
医
療

機
関
を
追
加
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
75
歳
以
上
の
方
を
参
考
に

す
る
と
、
成
田
赤
十
字
病
院
と
日
本
医
科
大

学
千
葉
北
総
病
院
の
外
来
受
診
が
上
位
２
つ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
両
病
院
に
限

り
、
町
外
特
別
運
行
を
行
っ
て
い
る
。
現
在

の
運
行
状
況
を
鑑
み
る
と
、
新
た
に
町
外
医

療
機
関
を
追
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

 

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は  

問　
現
在
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
人
数
と

対
応
方
法
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
令
和
５
年
度
７
月
末
時
点

で
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、
小
学
校
６
人
、

中
学
校
７
人
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
背
景
な

ど
全
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
控

え
る
が
、
そ
の
上
で
教
育
委
員
会
や
学
校
が

行
っ
て
い
る
支
援
と
し
て
、「
学
び
た
い
と

思
っ
た
と
き
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
取

組
」「
チ
ー
ム
学
校
で
支
援
す
る
取
組
」「
学

校
を
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
所
に
す

る
た
め
の
取
組
」
の
３
つ
に
取
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
の
問
題
行

動
に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
徹
底
す
る
よ
う

各
学
校
に
は
依
頼
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
児
童
生
徒
と
教
員
の
信
頼

関
係
が
強
化
さ
れ
、
困
っ
た
時
に
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
体
制
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　
支
援
の
取
り
組
み
、
不
登
校
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
原
因
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
「
学
校
に
関
す
る
こ
と
」

「
家
庭
に
関
す
る
こ
と
」「
本
人
に
関
す
る
こ

と
」
こ
れ
ら
が
多
様
に
絡
ま
る
こ
と
が
不
登

校
の
要
因
と
考
え
て
い
る
の
で
、
教
育
相
談

を
し
な
が
ら
、「
探
っ
て
い
く
」
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問答
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
の
町
外
特
別
運
行

（
医
療
機
関
）を
追
加
し
改
善
・
充
実
を

現
状
か
ら
追
加
す
る
こ
と
は
難
し
い

木内 信子木内 信子議員議員
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令
和
５
年
８
月
18
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の
空
調
機
２
台
が

経
年
劣
化
に
よ
り
故
障
し
た
た
め
、
空
調
設

備
の
更
新
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
。

さ
ら
に
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
長
寿
命
化

事
業
の
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
す
る
も
の
。

歳
入
歳
出
予
算
額
69
億
１
，
２
３
０
万
２
千

円
に
、
４
９
５
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
予
算
額
を
69
億
６
，
１
８
０
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
町
道
３
Ｂ-

０
３
９
号
線
高
野
台
橋
橋
梁

補
修
工
事
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
た
結
果
、
大
木
化
工
建
設
株
式
会
社
が

落
札
し
、
同
社
と
７
，
１
５
０
万
円
で
仮
契

約
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
町
消
防
団
の
老
朽
化
し
た
小
型
動
力
ポ
ン

プ
（
第
６
分
団
・
馬
橋
）
と
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
（
第
12
分
団
・
飯
積
）
を
更
新
す

る
た
め
、
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
た
結
果
、

大
成
産
業
株
式
会
社
が
落
札
し
、
同
社
と

９
６
１
万
２
千
円
で
仮
契
約
を
締
結
し
た
こ

と
か
ら
、
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

財
産
の
取
得

一般質問
問　
町
が
発
注
す
る
金
額
５
千
万
円
以
上
の

「
工
事
及
び
工
事
を
含
む
委
託
業
務
に
係
る

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に

町
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
町

の
答
弁
で
明
確
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、「
不

正
な
国
庫
金
の
受
領
」を
引
き
起
こ
し
た「
電

線
共
同
溝
工
事
委
託
に
係
る
契
約
」
に
つ
い

て
、
次
の
件
を
具
体
的
に
伺
う
。

　
平
成
30
年
11
月
５
日
に
、
電
線
共
同
溝
工

事
委
託
契
約
を
町
議
会
で
可
決
し
た
。
し
か

し
、
当
初
工
期
の
「
平
成
31
年
３
月
29
日
で

に
完
了
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
は
工
期

を
令
和
元
年
５
月
17
日
に
変
更
し
、
変
更
契

約
を
平
成
31
年
３
月
29
日
に
締
結
し
た
。「
工

期
の
変
更
は
」
議
決
内
容
を
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
当
然
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
変
更
契
約
を
締
結
す
る
前

に
「
契
約
変
更
」
を
町
議
会
に
提
案
す
る
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
そ
の
時
は
、
議
会
の
議

決
は
必
要
な
い
と
考
え
た
と
思
う
。

問　
今
回
の
「
変
更
契
約
」
に
つ
い
て
、
町

議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
も
の
を
経
な
か
っ

た
と
町
は
明
言
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
と
発
言
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
答
弁
な
し

 

中
川
治
水
対
策
の
進
捗
状
況
は  

問　

中
川
調
節
池
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

昨
年
度
に
不
動
産
鑑

定
、
用
地
測
量
及
び
土
地
評
価
業
務
を
実
施

し
、本
年
度
は
地
権
者
説
明
会
を
実
施
し
た
。

今
後
は
、
用
地
取
得
を
進
め
て
い
く
。

問　
集
団
移
転
対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
令
和
２
年
度
に
権
利
者

調
査
と
地
元
説
明
会
を
行
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
地
権

者
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
、
物
件
調
査
等
の

具
体
的
な
資
料
作
成
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
現
在
は
事
業
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
。

問　

内
水
対
策
が
進
捗
し
な
い
理
由
を
伺

う
。　

副
町
長　
事
業
用
地
の
取
得
に
向
け
て
買
収

交
渉
を
続
け
て
い
る
が
、
地
権
者
と
の
条
件

の
整
理
・
調
整
等
が
難
航
し
て
い
る
。
今
後
、

用
地
取
得
の
目
途
が
つ
い
た
段
階
で
工
事
費

用
を
確
保
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問答
「
変
更
契
約
」
な
ぜ
議
会
の
議
決
を

経
な
か
っ
た
の
か

議
会
の
議
決
は
必
要
な
い
と
考
え
た

齊藤 博齊藤 博議員議員

８　月
臨時会

議
案
第
１
号

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
故
障
し

た
空
調
設
備
の
更
新
の
た
め

一
般
会
計
を
増
額
補
正

緊
急
性

緊
急
性

３
議
案

３
議
案
高
い
高
い可決

可
決

緊
急
性

緊
急
性

３
議
案

３
議
案
高
い
高
い可決

可
決

ののをを



ここどもども模擬議会代表者模擬議会代表者に
❶町にどんな「まちづくりプラン」を提案しましたか？
❷町の好きなところや今後どのような町になってほしいですか？
❸こども模擬議会に参加してどうでしたか？

　
第
６
次
総
合
計
画
が
は
じ
ま

り
、
議
会
も
新
体
制
と
な
っ
て

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
新
人
議
員
も
仕
事
に
慣
れ
て

き
た
頃
か
と
感
じ
ま
す
。

　
今
後
の
酒
々
井
町
議
会
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

委 

員 

長　
　
御
園
生　
浩
士

副
委
員
長　
　
小
坂　

和
也

委　
　
員　
　
金
塚　
　

学

委　
　
員　
　
小
早
稲　
美
穂

委　
　
員　
　
綿
貫　
　

薫

委　
　
員　
　
木
内　

信
子

編
集
に
あ
た
っ
て

　
次
の
定
例
会
は
、
12
月
５
日

に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
会
期
の
予
定
は
、
11
月
28
日

に
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
ま
り
ま
す
。
会
期
等
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
４
９
６
）
１
１
７
１

　
（
内
線
２
５
１・２
５
２
）

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

きました

渡
わ た な べ

邉 玲
れ い な

奈 さん 木
き む ら

村 有
ゆ み

美 さん石
い し ば し

橋 一
か ず ま

馬 さん

酒々井小学校　６年 大室台小学校　６年 酒々井中学校　３年 酒々井中学校　３年

芝
し ば お か

岡 茉
ま ゆ

優 さん

　10 月 18 日、こども模擬議会が議
場で開催され、各学校から選ばれた小
学生４名（１名欠席）、中学生６名の
合計 10名の代表者が出席し、議長以
外の９名が登壇して「まちづくりプラ
ン」の提案を行いました。

❶歩道整備とサイクリン
グロードの設置につ
いて提案しました。

❷自然が豊かで、観光施
設が多く、過ごしや
すいところが好きで
す。これからも過ご
しやすい町になって
欲しいです。

❸とても緊張したけれ
ど、自分の提案を町
長さんたちの前で言
えたのでよかったで
す。

❶ SDGs15「陸の豊か
さも守ろう」の観点
から、登校ルートを
清掃する「ゴミ拾い
隊」を提案しました。

❷自然が豊かなところで
す。これからも自然
豊かな酒々井町が続
いてほしいと思って
います。

❸考えたことを行動に移
すことが大切なんだ
と気持ちが高まりま
した。

❶お祭りを通して、酒々
井町の魅力をもっと
伝えられるのではな
いかと提案しました。

❷町民の温かさがすご
く大好きです。だか
らこそ他の市町村の
方々にこの温かさを
知ってほしいです。

❸最後まで緊張していま
した。このような体
験をして、一生忘れ
られない大切な思い
出になりました。

※木村さんは議長のため、「ま
ちづくりプラン」の提案は
行いませんでした。

❷ＪＲ線と京成線、高速も通っ
ており、交通の便が良いと
ころ。自然と利便性が共存
する町になってほしいです。

❸初めて議場に入り、とても
緊張しましたが、役場の職
員の方々に丁寧に教えてい
ただいたので、無事に議長
を務めることができまし
た。普段の身の回りのでき
ごとや暮らしを見直す貴重
な経験でした。


